
    
  
 
 
 
 
 

◆ 与党検討会「愛国心」表現修正の上、合意 
１２日、「与党・教育基本法改正に関する検討会」が開催されました。「愛国心」の表現など、最終の調整

をすることが目的です。検討会には、大島座長案が出されました。「愛国心」の表記は、「伝統と文化を尊重

し、それらをはぐくんできた国及び郷土を愛する」とする。さらに、「他国を尊重し、国際社会の平和と発展

に寄与する心」と盛り込むとの内容である報道されました。 
検討会では、この表現を「・・・それらをはぐくんできた我が国と郷土を愛するとともに、他国を尊重し、

国際社会の平和と発展に寄与する態度を養う」と、一部修正の上、合意しました。 
明日、再度与党検討会を開催の上、自民・公明両党の幹事長・政調会長・国対委員長で構成する「与党・

教育基本法改正に関する協議会」を開催し、最終案が確認される予定です。 

◆ 教基法改悪の危険なんら変わらず 
最終盤の焦点として「愛国心」の表記の問題だけが大々的に報道されています。しかし、「平和的な国家及

び社会の形成者」「個人の価値をたっとび」などの文言を削除し、「公共の精神」「国及び郷土を愛する」など

の項目を目標として挿入することは、「子どもを何よりも大切にする教育」から、「国や社会への貢献を、個

人の価値の上に置く教育」への転換となる重大な改悪です。 
教育振興基本計画の条項を設けることなど、「義務教育の構造改革」をはじめとする、競争と、しめつけと、

格差拡大の「教育改革」が、教育基本法の名のもとに推進されることも重大です。 
「戦争する国」の人づくり、教育の格差拡大など、教育基本法改悪の本質は、何ら変わっていません 
 
 
 
 

◆ 「改定作業を中止せよ！」「前文『改正』案出すな！」の声たかく 
１２日早朝、全教、教組共闘、子ども全国センター、教基法全国ネット、都教組などが、文科省前宣伝行

動を行いました。与党検討会が最終の調整段階となり、「改正」案前文の政府案を検討会に出すと報道される

中でのとりくみです。３０人を超える参加者は、文科省の南北の両入り口で、「教育基本法を改悪するな」「改

定作業を中止せよ」などと訴え、パンフレットやチラシを配布しました。 
また、夕刻には、子ども全国センターと、全教・日高教は四ツ谷駅頭での宣伝行動を行いました。 
どちらの行動にも、新日本婦人の会や、自由法曹団などの方々も参加し、子どもと教育を守れと熱く訴え

ました。 
●全国の動きと最新の情報が分かるニュースを広げてください。申し込み先 y_sugiura@zenkyo.org  
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